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たため
芭後の生活に必要な額かふえる�と思われるため
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s n 貌ザ・家只などまと屯，，た合狙の物品な眺人す
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問10 お宅では1月忍令額と�してとりIくら＼ヽをH化にしー：： ｀ •ま
すか ， 少なくとも将米これくらいの領の町蓄は持 、とう
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問11 お宅でけ、今後貯蓄をふやす場合、 つ ぎの種類のうち．

どi'， を選びますか ありましたらいくつてもけ・っこ',
です力鼻らf/‘f[］をつけてくた�さい，�また�そのうも、も・i，·^ム•-‘ 
と・し力度入t; f；；ヤ＼ タヽと お・ク 、えに夕な、ク，して，い、夕しのー1？ビを

印をつけてくださいた
'、ぶJ” ィ·�9,— へ心 9 � * ^  - •ぶ� 9 ~こ- .

r-1 郵便I行令
2 銀行等グ3栢令・粕金
3 職場預令月内預金i
A tt付仏it・令践佑礼
5 1:；；if呆除・簡易保険iただL定期保険のような掛

け拾一¢i保検は除く）
郵便年金｀個人年金伍託・年金保険iPi1年含 ・＇

固民年金、公務·[｛共済などの公的年金は除くI
7 I刊偵・地方ft ；者都追府県市偵等｝
8 令融依
9 社債｛転換社債を含む，、公社・公団・公り偵等そ

ク、他偵券
！〇株式｛従累H持株制度による株式を含む｝

H投釦ふt
l2財形貯甚
J3 その他

｛
！逮餡に ｀ くな-さど

..→問1i- 1 その\:‘印5． つけられだ師訊をお決めにな ぐ‘

が埋由は何てしこうか つさク） 、うちあてはまるも

の1つに 、，f]をついてくとさし i

l 利l叫iiかよく得たか；イ
2 羽来屑Ii J，・カ ＇）か来：みと：から
3 )j冷カ・保；；止さがてしヽ るか：，
4 iCi用て啓て安心たから
5 現令にかiやすしとから
6 少額ても預け入れ ． がき出しぅfi由にてきるから
7 そパ也

（
具体的にこ記人くたさい ） 

問12 お'•もては ＇節約 に ク ，＼、 一～ とかよらにお名えになりま
すか つぎのうちお宅の考えに近t ｀も釘に： rI]をつけ
プくたさし、 タ

l り1続き節約につとめる
・2 これまては節約してし、な力.，たか 、 今後は節約に

努めるつもり
-～ふ3 こかまてiよ節約に％めてきたか 、 今後はこれまで

ばどは節約しな‘`
� 4 これまでも節約はしなか~たし、今後も節約する

つもりはない
•9問12�- I その理·Hiとして、も．ども強くお名えにな

ぅているものはつきの‘iちどれでしょつかン しヽす
れか1つに ＇：， 印をつけてく ．ださ\ •,
1 家；［＇のやりくりかむすかしくなゲ＾｝たから
2 物価力併ふ合また贔騰するかもしれなし込から
3 屎気の状況からみて、今後は大幅な哨得増枷

が嗜めそうもなヽらから
4 公共料金支出や教ff行な、どかふえているから

I 
1 5 在源はf!限であり物を人切にする必要ガある

し
から

、- →問l2-2 その理由として 、 も 9令とも強くおぢえにな
っているもダ）はつぎのうちどれてしょうか。し、ず
れか1つに；ぺ｀印をつけてください ；

1 家計のやりくりか楽にな:.,たから
2 先行き物価か落杓�くと思うから
3 騒気の状況からみて｀今後は所得の増加が望

めそうだから
4 毎Hの生活を允実させたいから
5 査源不足とt.,；ても > し｀ますぐとう�どいうこ

とはないから

問l3 お宅て；；；； 1.W乳 ·· ^rネ）↓ギ の節裟：：努力してt.ますか
’� I 努tJ:..て、 ｀ る, 2 努も L • ⇔ ‘'なし ・

l →問l3：ー 1 つとのなかか 9t ` t.1気をお＼べ怒1J 畢，．てし
るもの： ；し、、 土，｝ても� r!lをr,，ぅ 9：：くださ I ヽ
1 冷販付を節約し、品度夕溢！節も小まダ‘iこしでいる
2 如I、テしヒ・ウ、�)n放Lをしなしヽt汀：＇． てし、る
3 風 iりは家放令U かそ�ろ ‘-人れる防lIIjに1)か

'.:、連条いて入るようにしている
4 ；先たくこは風呂が残リ湯を使せ 、 、脱·永してか

．すすぐように ， てしみる
5 通罰�やL, 9 -.9 ,．には極1J i卜を"".,かi lなら•よ）

に�してしも
7 人[, iiから小刑小への切 ’苓えや、行T-ネ刃生l)

タ•-ラ ー 、冷載Jl15、テしとク',11替えをf�j, fこ
8 し� ｀｝ Aのもグを食I;；1：このせるよ� ］にして＼ヽる
9 衣料品 、 家庭l恥'I，等を匝卜して活用してtヽる
10 交換会などによって イ；用品の活用を；吋て＼�る

問14 お宅グ9今後1 ii『ilむ知l^i出をお名えこなぺた滉合、
合体どしてはつきダ，どれにあてはまiiますか V あては
まるもJl.、ご ＇｀ 印を＇）けてくださし、

家"19, ht1として 今 ある程度文化をふや ＇
。 たし、

2 .flf1上かりなどかふ、上出ををふやざ図るをえなし、と思う
3 これまてと変えない
4 え出をへらしたし，

問i5 今後1年間か家nI支出をお名えになった場合 t ’,) ぎ夕）
ィ ． 口． ，、會 それぞれにつ＼ rて、あてはまるもグ1を3
つまて選人て‘こ• 9.fiiをつl tて：だ苓い 、

＇ィ．ふやした＼う1? ti i
I 食料代 2 {.i居費 3 光熱1t 4 衣科1f
5 家•4i・家！いら出クぷ月1じ財購入1t 6 日帥中＇既入今
維持1t 7 教fi代 8 交通通仏1f 9 仇療ft
i0 教炎娯身ft li 交際仔

ぐ口 ． ふやささるをえなし A ・fl l
1 食料1-t 2. H居ft 3 光熱竹 4． 衣料代
5 家憲・家具等紺久消1？財購入費 6 日動が購入、

維持1f 7 教ff ・ff 8 交通通inft .9 医療1t
10 教従的楽ft !！ 交際打

（ハ｀ 節約したt· •{t目：
i 食料1t 2 住居tt 3 光熱1r 4 衣料?t
5 家電・家具等令l久消廿財購入1t 6 自動車購人・

雑持1t 7 教有1t .8 交通通信1t ， 仮療行
lO教旋娯楽ft ·l.I・ 交際1t

問16 この1年間、お宅ては{ilia.I:りのf想されるものを早I1
に買＇）たり ← 買笛ぎしたりしましたか

） 
- l した

1「~2 しなかゥた
，→どういうものを弘目に買，・るたり、買辟きしたりしましたか

1 家定、家具 、 t＇i勁中等廿；；：久消費財
2 衣料品やIflillり晶
3 卜念し ｝ ・ ・ベ.--,｀々- i見斉t A“). ，．．,, •ょ.. ;,·',·S{庭Hi品
4 t I· ; Ih ̀  ＾夕，？§ ・�｀ィな} ;,｝�“油製品
5 tt令属、 im、内袖l、: J,うなと
6 ,l、地・建物

i．··-→□ il : ：買 jた＂、買；（，きしだりしf: 9訓としてつぎの
なかから2つよで屯んでJ [[]をつ： i と：： ＜t:さし、" 1つ
でもかまいません

1 消1？行物価のI｀ 昇か紐�くと思？たから
2 先わき物かfサLすると思、だから
3 j雌＊建物を i4^19;iに買わな＼�、ど� fth iかり＇、�て

自家取得か ,u ます�困難になるご息ク、fから
4 43木f1li lかりしだi！ぃ．てまたお令にかえる！l

的から
5 合附機l閃からの[P・人かかJt代的容易であ＇とから
6 こ t,• まてに{;f,� l＾ かりを初｛:買辟きをゼす捐を

［たことかもるか；i

7 そ呵』
（

具体的にこ・武入（たミい�
）·

• → t:f1• H に買� たり、�買沼ぎ｝，なか�る●ンf：加lとしてつぎグ）
なかか；，2つまて凜、tて〉印をつけて：ださl; 1グ）
でもかまtヽませA

1 消行者物価か洛ふく：：：想、かから
2 先行き物力•イ；足する 、とは息かなか、，たから
3 買急益はカ・ えりて物価ダ，l昇を激しくするS

思~ 9 たから
4 ·卜地 ・ 建物の価格ふ翡�くなりす栄,、fかとど

かな＼ヽ ど思、~2 たから
5 令融機関などからの糾�入i�，か難かし〈令利も

科か，·,たから
6 買訂苓げくても賽令的に余裕力なか-2から
7 物は1：足しており、とくに買しらたいものかな

か·/たから
8 預金してし ＼ てもほとんどtlへtlしなかグたから
9 その他

（
且体的にふ< tJ い ） 

問17 お宅ては名後の家口l fくらし，についてと�のようにお
名えにな 4 ていますか;

f - I 心配してし）ない
r 
I : __ 2 不安かなしもけてはないか、そむiど心配して＼・｀な＼ヽ
．が- 3 どうなるかし配てある

! l..4 非常に心配である
i ！塁n- l� その理由としてつぎのなかからし、くつても

叡て□Ilをつけて�くだ芦＼ヽ。ま£..:::そのi も i-2
汀ぷ塁�な理恵とも氾屁J逹之豆パ砂の 1 つ；

⑰印をつけてください心鼻｀ ＾・' ‘ `’‘‘9 ^’‘�� ^’ ’‘ 
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貯魯かあるか：t

4活かおびやかぞれるほど1が団かl�＾＾訂すると
は思われなし、か·

公的年令や恩粕かもらえると思かれるから

退職令や企叉年令かあるから

現(!
U
J){：l 1tを認�‘tられるから

再就職など1アハ‘～鼻色 卜経営方を含む｝によリ
新し｛ヽ収入をえられる見込みかあるから

庫等家彰からの援助か期特
＾
でき�るから

その他
（

＾！訊本的にこ
9
,g，入＜只

ゞ•9問i7-2 その理由としてつぎのなかからヽ，＜つても
選んてい印を-i けてくださ“ し 、また•そノうとも'
とも人きな埋ri：iどおぢえになっ·：いるもの 1^ ^  9 9 ゞ 9 ^ ＾’v•．ん、中 9 9 へ」．、．，． ヘ・

ご
‘
•印をつけてくださしと令^• 9 ‘・上J� ヽ •9／ 占へ 9 9 , ． 9 9 • . 

1 .t•分な貯岳かなサ ム から

2 物価のl且ご1話かおびやかされると思うから

3 公的年全や恩拾か：卜分でな＼力‘ ‘こ

退猟金や企箕年金かi•分てな\.‘から

現1げ，の仕ポを続けられなしるから

再就職など（アパー ト系や営等を合も）によリ
新しい収人かえられそうもないから
子供等家族から叫及助か期iiできそうもなし力も

その他
（

暉鯉立饂塁．！．． ）• 

お宅には梢入金｛月肱び、未払金を含む、{Uし営史•宮
�J・・の信·人全、ある＼ヽは1’l々のツケ買＼x夕沫払分は含

みません｝がありますか ，9

←V lある

9^ •2 ない→直ス蚤王がり出但｝詮へ進んてくたさ
：ある方のみ；

問l8- i とのような神類の借人金てすか。あ-:-;よよ
るものにいくつでも,:,,.印をつけてくたさし・ ら

全融機開.知4, ． 郵使局なども含む！からの
信入金

自動qi、家創等耐久消tt財の月賦K払合
レジ i トカードを含む｝
勤め先からの借入金

知人、親せき等からの借入金
その他

（
隅犀学饂t.::

、
さい ) 

借入金の未払分はだいたい全部てどかくら
＼、ありますか．9

[―fl□-／硲］／」加J

→そのうち土地、建物関係の佑人は
..•→』�· •--• •一ー 7..P---•一· ・•一 ， 

I 停i子，

LLl 
fi佑、 ＇ど

I I 
· ! }i iり

ヽ 疇9●あ �

問l8-3 , `・グ）・fti人令J）キちi吏迩は何：：：すか．つきグi

うち、あてはまるものを？つ主て選んて（：印をグノ
け←-＜たさt ·， 、またそむ）· •‘ちもっども金額の人きヽ9 ·ヽ←·� ヽベ·’‘`‘ ‘ ‘�9 ・ ヘ、,... ·•.•· �,,
tゃ�iグ'，1つにぶil3をつi fてく�たき＼ヽ�、、こ，ててクVii.,...,., ". 

入令は家"t l >̂の情入だけで、営ま・貨店l1ハ儀入

は含めなし、てくた：：：·＼�，;

1 疾気や不時の災方のため

2 こどもの教有柑や結婚在金ど: Lて

3 l:•地•建物の買い人れや新培改築修理のため

家具・家軍製品などの購入のため直賦払を

含む，
f1軌中購入のため（月賦払を含む '•

旅行な 、臼余暇を楽しむため�

H常生／古賽金のため

u3
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問18

ー

2
 

3

5

6
 

問I8-2

ク

問19

2
 

8
 

問I8-4 お宅ては、この1年ぐらいの間に借人命月
賦払を含む，をとれくらい必消されましたか。＇と·~

r ’ "石'，―耐隠
! : ' 

、1 i L }j i曹ij
i ＇：ヽ ”;曹i- - ---
-―會そのうち·t地・建物なと住·tローンの返

済枷はどのく i: し'ですか ？

-•一可―百丁]了ー百l
! l , l i }j円
-～--，-、 ·-‘ -i.`’’ ' -’',9

問18- 5 お宅では ゞ は人含追済の形評をどのように
うけて\.ますか つぎのなかからあてはまるもの
にいくつても'fl1をつ；ャてくたさい r gg至のi
ちも:とも影乳ク）人合いもの1 つに亡fいをつけて~‘`“ ＾一、ム ヘ，／ 9 “9'ヽ 令 ’J‘ ヘ

くださし、 4
”f マ0 ~‘`J～ャこ

1 貯組をへらさざるをえない

2 食料1t、衣服ft ． 光熱竹等必湛的え出を切り
つめざるんえなし、

ff1しク教ff代を切りつめざるをえない

家屯・家！！等耐久柑itt財の購入を見込らざる

3
 
4

 

5
 

6
 

7

8
 

そシカ他�
（
共体的にこgし入ください

をえない

旅行やレンと ^1関係の支出をへらさざるをえ

なし)

交際代、敦査娯楽費の支出をへらさざるをえ
ない

如詞、貯蓄などにとくに影秤をうけていない

その他
（

具f本的に旦認くだきい ：̀
:
.

J
 

お宅の住居についておたずれしまずおもでは現在ど
ヽ｝ような住居にお仕いですか 、 つきのうちあてはまる
ものに（印をつけてください乙

i 自分て建築または購入した家屋，•マンンがンを含む）
その他の持家｛親からの相粒渭1見親ど同居など）

叶兵 �
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仁

t‘
ヶ
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H‘�←
こ
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1. '9―
tid&

l地f:，み

建均9.：な，

3 t地 ・ 建物とも
4 如改忙

令後5 f卜以内i. f定・・1 t坦のみ

2 汁物のふ

3 ！地・建物とも
4 ,t,;'‘1改袂

今後1,O年以内にf定・ふ• I t地ダ｀み

2 建均9）ら

3 !把．絆物どし

4 培改袂
t ｀グ）になる力は93きりしな·I, ）かf定けして＼ヽる

今後も·f定はな�)

*! f定¢]ない
-口^·、’`‘ • 9 .’`‘` ' .、

hは問20へ進Iしてく、ださ- - - · 

問l9- 2 また、そ9吐地、建lを 、、シィぅンを含し•

の取得 、 増改染などのためのti村枷はどダ'I < iJし、

てしょ-}か ， すでに土地をお持ちの打は，建物に
ついてg)みお各えください！

I
9国・建物等の新規取
得買い換えなどの場合j

←’^'`み- ． 9·': •^ 

,f l f n I
括l�:l 万円[

~ .. ” ●  ←...- -しー ・ 9---j と＿

易

（その内訳は）
ill t.地に

億； f ， ,ft, 9 9 

9 - - へ •- - ．．4 ,、~

{2)建物に
f了 t·

言・

一袷戸ふ
'- ^ i8 ―`

, i )J P]'| ー一心·-·,. → --：A� ` ^‘

（そのための資金計画は）�

(3) [1L噴金·:·
―it l f : m拾i

r

:＾—·ッ

i4) 1`:ii人合で•.. �- -.—- ← -～―• ~.．ゃ ・一ーヘ一�ヽ，．-'-· "'",...,-,.·.,·· 
I森i'f't·f i {f;「'→、ぶ · '

, ； }itI.l | 
心� t 

ぶ ti�拾
l--‘^ • ~ ^ し土 ， し～:J. 」~―:--" -

達

民i]のI: trマ へ ，シ．？シ・‘r',、^ ｀- ：． ． i]家

ii,：宅公lJl・it'tf共袷公りiク，• 9 9 ·；公’itむ巧1\·竹ア9 t t !•

5 ff! }・全村四tf含・社宅
6 l,{J柑、『llf汁．そダ9他

問19- I 今後、h居J)取得、建て挽え 髯 itヽ快え、
培改塾に ‘)し｀てとが）ようにおぢえにな＾てし» ii i” 

があてはまる番号i ‘
、 t;1を賃tごくださし·、 ま

た「J也・·it1句｛マシンベンを含む ‘ 号り1·も
＾
，；化を

と、けてくたさ�..,
1 今後1年以内にf'..i:··· 1 

2 

3
 
4
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3

4
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問20 お屯ーは家』�博をおつけになって�＼ ：まずか
l� • A fて�し、る

r） ｀ ← f，ヽtl、→“
9, fな力

会‘ ,: 1でしtなしt�

Hi人釘1;:; it、と�グ‘よ ｀！なつけじをし： tヽど�

すカ・ 、

2 
.,...._ 3 

I 
→問⑳・崎

ー

たサ

牲kこ. E. i: fりをたて、そi'と毎月の女出節
あかせてしなる�
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t —叶笥20- 2 女tl砂繁埋は 、 ｝ ¢·，t iにしてししまiヵ

］ きま-たと出な し ある杓渡区分し一 ら その分
J心；令を袋に人iビ？環しておく
そ叶叱女払う
その他けし体的こ；、記入くャさい

＼ 
i ヽー →問20- 3

問21

2

3

4
 

2

3
 

どクiような理由ておつけにならなi,9のてし
t うか
っ： tる闊むかな＼9 ;か・9 }

め人と｝ ，；たから
9

‘

) けて"てもお令クパ）る止もに：ょ＼，ヽるグ）たから

さいふキまかざれていな\.ので、lit帯令体J9

tiftの状況かi)かヽ9
4 なし、から

つけりもわからな＼ •から

その他（！墨的にu.;dじ入ください
） 

お宅には幼柑園児・小学1？・中学4．贔校中．のおf糾
かvヽらクしゃヽ.主すか

]

2

3
 
4

 

5

6
 

打t i ! i“,； fし： H :； とに ，しりまど�めている

句il叫i人 ：：支itiたけを＊，；1'Cl•る

その他it:［休的； ’,こ是入くたさい

ャー ～～ ！ 
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S効が9；ス9�

：小な=k3年1か·;、 6年4のおけ永9)堪合1
問2i- 2 おこ 9 ，かl,,c-·改し方は

1 月また，； ；塁に吏どめて渡し一いる

2 必要乞つど批してし と る
問21-- 3 おfm：こ が →ガし ー・軋｀ぢ'’、,t�させま「か

1 . 、々けさせてし，る 2 つifさせ ‘’ ＼亀なも 3

問21一 4 おf様：ここうかャ込から貯給 ＇ こレも親行を

含めて）なさせて＼．
9 ますか

l 芦恙させて＼ヽる 2 貯甚ざせてしヽなし，

問2i - 5 お臼認9 9こつい心つ＇••て、お宅のど‘ヽてこ
近ヽ 2 ものを1つなけをん “ダ;.'fl：をつけ＇9:くたざ‘` 、

1 こ .,-9かし日よ与えす｀＇じ要なものは現か購入i
てかがす

2 ご “j かヽ さは与えるか、 他し、bに ＇ンしゞごこiか

く指1}する

3 こ 々 ）が心原則として n由； っ 使わせるか、均
合によ9'ては注在する

4 りえたものたから 、 自由に使わサて使し・方を
自分でぢえるように3せる

問2I - 6 金戟や物につ'« 3 てのね . .) t＞とか使ヽ t 方につ

いて t おf様どふし合うことかありますか あ·-
はまるものに、 ，` 印をー，けてくださし・，

I しばしば点し合う

2 あま'1話し合うことはなヽ ・ら
3 f•供か品し合いを好まなし、

4 ；配し合う必要がなヽ t

：中学牛・晶校生のおi•様のtt）か
問2| - 7 おこうかし、の渡し方は

1 月または週にまとめて渡している

2 必要のつど渡している�
問2l- 8 おf様にこつかし・舷をつけさサ·でいますか

1 つけさせている 2 つけさせていなし・

問2i-9 おf様にこづがヽからlfj岳 1徒鋲行を含

めて，左させていますか，

1 貯蓄させてt・る 2 貯森させていない
問21—io ぉf様のこづが 1 について、お宅の考えに

近"もク）を1---;ふたけ選んでぐ印をつけてくたさいぢ

1 こつかいは与えず、必要なものは親力翡人し

てわたす

2 こつかt心与えるが、使い方につしべこまか
〈指サする

3 こづかいは原則として·自由に使わせるか、 場

合によっては注在する

4 与えt::.ものだか；，、自由に使わせて｛史し｀打を
自分て考えるようにさせる

問2l-l l 金銭や物についてのねうちとか使し、方につ

いて、おf様と6配し�合）ことかありますか。あて

はまるものにこ‘‘fnをつけてくださいc

問22

1し；�iしit�品l令·�;
2 あまI;晶し合｝ や~とはなし�ヽ

3 f侑かふし合＼喜を好手む•し‘

4 ，店し合・ミ、必要かな"

貯藁の利J·.配Jit ；対する非諜杞制度どし ’::は、①少

卸打蔚非諜税訓度 i 少額の3訊令や公社偵などr)対象
マJi俊制度� ｀、＠賃訟1ii特りし非諜税制度，l叶債と

地がれに限I1マル佼とは別杵て必められ、ごしるるもの

咽ijマ叫受制度！‘®郵it貯令の3つかあります
ぉ ·tては、柑帯中の｝］に限，た場合，二れらの貯甚非

諜税団l度をこ利用になべ\.i主すか そわそれの；bl度
こ�とにお各ぇく

�
た←Xい 、

（f 蒻衝
｀
希非諜磁渡•9^ノ ⑨少令吟湘特別非具税制度ヽベ

嗅度枠300·}： I月： ：限度枠300EI··li ;
③饂貯令

, J漬枠

300 ]i p; �：

利用している1 利用している ， 1
2 科用してししない

•
. ! 2

ー↑ン 1-
棚iじびる • l�
判用しでし、な＼・·

.
' 2

， 
f、

利用していない三
9 ~ V � � ‘̀ � 

l 問22 1へ

問22 2ヘ
，それそれご利用なさってし｀るりへ ：

問22- 1 卦ぷ税闘度を利用している閉松の残｛りはど
のく ‘，1 `お持ちですか こ利lti：こな・て＼ヽるそれ

ぞかの制度、-、とにあてはまるものに（：印をつけて

くてさ＼贔 ¢

。し 少額貯祖非課悦制度限度枠3009j円｝
1 100 fi円以F 2 101 ~ 200 9i「]じA F
3 201 ~ 300 h1月以l‘

② 少額公債特別北諜悦制度 限屯枠300月円；
l 100h'l1lfl.f 2 l01~200bPlじA F

3 20I-3001iP}レl I‘ 

③ 郵便ll'i令： i限度枠300}JFl ·，

1 100 }iPll1 I• 2 101 ~ 200 1] |rJ↓:t
1
‘

3 201~ 300 }il^ijii i‘̂

（それそれこ利用なさってし・な＼ 、 hへ）
問22- 2 非課税闊度を利用しないのはどのよ ｀iな理

由からですか＾それそれの制度 ｀。とにあてはまる
ものにtヽくつでもC印をつけてくださしし”

① 少額貯蓄非諜税制度，限度枠300fJPl)
1 制度かあることを知らなかったから

2 貯甚をする場合の手続きか血fi`；たから
3� 貯蓄についてのプライパシゞ士か守れなくなる

から

4 他の非課税貯蓄枠に余裕力あるから

5 その他
（

具体的に記入してくたさt t 

）

，
； 

i

l■

(2,‘ 少飾公偵特別非諜税笛ll：i,限度枠300 bl
‘
i! l

1 制＇·とヵ、 あるこ} ‘} �と；ぇ

2 附必する湯合のf綺ぎか面臣たから
3 附缶t:っt,ての7ウイバン/ ら｀”か守：i←なくなろから

4 f也グ）月潟おlti＾配ゃに全裕、かあるから
5 

6

〔付問l〕

暉[.�地Hi（tグ）よ
ダ，， i 
その他� （尉紐J；；心¢人し＾ ＜

か

�し�ヽ.

） 

くか 郵使附令'浪度枠300I，1Il }
1 制度力‘ちるこ｝， ^ J

；
’ ・・ ?，/i’ ;＇＊• 9 

2 女’ヽ叱”5 t^: ..I 中i う頂l仕？、か，»9 

3 っt 3
ふ、たJ? ]ラf * ＊ン§ ；う ＇がれな：なるから

4 他3�, j1、れ農村が貯希杵に余裕かあるか”》

5 その他
（

lt体的に i •~-、“/‘’’ふ‘，，べ`- ．t ` i 

） 

1話や［澤に関し、いくつかのぷ見を t··t知かあけてあリまずお宅てはそれぞiこつし、てA. B 2�,の心見のう
ち うなおりえをおtiちですか 口ぅ� � � クヽ

2

瓜S, 
f 
,, 
f‘ 

\、

ヵ

凶�将来のことをいろいろ心配するよ＇.) ゞ

現｛�ゞの1こ活を楽しく峠すべき�だ
2

2 凶新製品か発必されても手けちのh1仰

のものを大切に使う
2

3 凶ある科9度物価かいいても収人かそ
れ以l:＇にふえる方がよし、 2

、-
4 凶物仙かぬ騰すれば、先行き不安たか

ら貯藁を・、内じ屑ふやす
2
i 

5 凶物価か翡騰しても先行きの返済負担

を名えれは＇ ，泊代のための惜入れはし
2

·? ん

ない方かよい

6 凶公的年金があるのでも後に偏えてど
！ 2
.' ’` 

くに貯面をふやす必要はない

ここで少しお宅のことについておたずねします，�ご記入＜

ださいますことがらはすべて合計した統計数字として表わ
しますので、お宅のことが外に洩れたりすることはありま

せんからありのままをお答えください c

問23 ご n分も含めてお宅のこ家杖は何人プすか”
I 2 A 2 3人 3 4人 4 5人

5 6 A 6 7人以l.9^

問24 世帯主の方9l年令をうかかいます。渦年令であてはよ
るところに ，.，

が 印をつけてくたさい ．>

I 20俄代 2 30歳代 3 40蟻代

4 50歳代 5 60歳代

問25 お宅の家族全体の紋近1年間におけるf取り＇税引き｝

3

I・»

3

3

3

3

3
＂�ふ

3
I 

＜、［I]を
4
が
し 3

f *
1,, 

〗？

a 

4
、：し心

4 
- Jr -

4
t 

4
4 

4
： 

てください
5

B舟-し9 

B 現{i”ダ廿＾i合は切 ＇］つめても折来のこ
5

ど＜，名えてnl祖呻It内に:t;it,す＾＜きた
(8: 新製品が発，t これれは新製品に買い

5
換える，りか効 ヽf'＾的てある

{Bl 収9、かそればとふえなく：し物価が
5

安定している｝］かkい

⑭ 物価かi応椅すれは、附沿するより消
5

代をふやすI 
m) 物価か詞騰すれは消費のための1lt人

5
れをした方かよい

B 公的年合かあ．ても．む後r 備えて
5

貯岳をふやす心要力•ある

収入金額は、つきのとれにあた ＇）ますか あてはまる
とこみに ＇: ::flをつけてくた？し，

l 150万円和盆． 8 450HF1 ~ 500JJ円ふ満
2 150m円～200研け域 9 500 b円 ～ 700hP]人溢

3 200ガ円～250
I
J円未；i l0 7001iF]•~I,000h叫溢

4 250h円---300カ円ね苺 li l,000}JPJ~1,500}バ叫我
5 300h［月～350}jp;1鴻 i2 1,500り円→LOOOh円恥羨

6 350 HIii ~400 fjp; 4.1羨 t3 2.＊ 000 JI円以lv

7 400 }J !り~450 H.i末砒

問2·6 紋後にお宅の世骨i・・・グ） hのこ職t をなるぺく具体的に
ご記人くたさし、

ヽ贄•’`,．．ふ...........ヽ．．．．．Xt`拿．．．． ．．．．．…�．．，．．．．．．．．．．．．．．．ヽ・・ヽヽ••..............

；、● ＾‘` ＂ ～ ...、.-＾^＂..．．9*......¢ 0 ^.．．．． ． ． ．,“｀ ●會•` `鵞““•`‘々心ー・で＊．．．．．亨．．．．．．．．，． ． ．ヽ• 9 

l 楼林漁梵 2 l"r八説］’^・サ・ ヒス笠 3 ↑令務系の勤めl.
4 労務系の勤め人 5 怜理職”「lHIf、 6 その他

. f� . _＇.
4

v oァ 贔

・^

を知らなか たか●9

n・；希・i

附す和に

を知―なか

f 祝：令•

4i 

iな佑寿ほ舶[{かりJおそ j‘ ，；出ぶ．

るから
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